
・先生方の講義が楽しく、分かりやすく勉強になった 

・チームで取り組むことの大切さを皆で共有できた 

・グループワーク、ロールプレイが楽しかった 

・「あきらめる」「離れる」ことの大事さが分かった 

・自分が思っていることが、みんなが同じように思っている

ことに安心できた 

・様々な職種といろいろな視点で話し合いができた 

・それぞれに困難ケースがあり、苦労していることがわかり

励まされた 

次回のつむぐ会は 

「災害時対応」～在宅療養者への支援～ 

 
地震や異常気象などの災害に備え災害時の在宅療養者へ

の支援について考えます。災害医療救護活動の取り組み、

ハザードマップの確認を行い、災害時の動きについて考え

ます。グループワークでは、ケアマネジメント系、訪問サ

ービス系、通所サービス・ショートステイサービス系に分

かれ、事例を用い職種ごとの課題を共有し、互いの役割、

限界を理解し、迅速な支援につなげる為の連携の在り方を

考えます。 

段ボールベット、ポータブル電源の展示も行います 
                                       

「支援の風の入れ方」～離れる・あき

らめる勇気も大事な支援～ 

令和７年１２月１２日（金）１５時から１７時に初石公民館に

て令和７年度第３回介護と医療をつむぐ会が開催されま

した。日中開催ながら、６７名の多職種、関係者が集まり

関心の高さが伺えました。 

 

～ポジティブな言葉への変換～ 

精神科医師からは、精神疾患に 

ついて講義していただきまし 

た。精神疾患と見方を固定してしまうのではなく、 

取り巻く環境、心身を含めて観察することの大切さ、

「支援を離れる、あきらめることは、必要なプロセスで

ある」を学びました。講評では、支援を、「衣替え」「同窓

会」に例え、その時の状況に合う形へ変化させる。一度

離れることで視点が変わり、新たなアプローチが見え

てくるとの話がありました。 

講義の最後には、水戸黄門のテーマソングを「どんぐり

ころころ」のメロディにのせて歌うと、重厚なイメージが

軽やかなものと変わることの体験を通じ、言葉のとらえ

方ひとつで心の持ちようが変化することを実感しまし

た。「支援に正解はない。間違ってもいい」という言葉

に参加者が勇気づけられました。 

 

～本人の力を信じる「一歩引く」支援のかたち～ 

訪問看護師の視点から、「精神疾患は、気持ちの問

題ではなく、脳の情報処理のバランスの乱れ」であり、

困っていることを言葉にすることや感情調整が苦手と

いう特性である。支援の在り方を「太陽と北風」の話で

たとえ、力ずくで支援をしようとしても、心を閉ざしてし

まう。太陽のような暖かさで見守り、その人を取り巻く

環境を知り、その人の力を信じることが重要。支援をあ

きらめることは、放棄ではなく、本人の力を信じてあえ

て「一歩引く」ということで、先回りしすぎず、一定に距

離を保つ。「距離のバランス」が双方の疲れない持続可

能な支援につながる。「必要なときだけ寄り添う」関わり

が回復を支えるというお話がありました。 
 

 

つむぐ会だより            
 

 

No.３１ 令和８年１月発行 ●発行/流山市 ●編集/介護支援課

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和７年度 

第３回介護と医療をつむぐ会 

開  催  報  告 

 
 

また、人の心を「３階建ての家」に例え、１階の本能が

つかさどっているところ、２階は感情がつかさどってい

るところ、３階は考える脳であり、土台である１階２階が

整っていないところに、いきなり３階の扉をたたき「どう

すればいいか考えよう」と迫っても相手は戸惑ってしま

う。まずは下の階からゆっくり時間をかけ整えていくこ

とが大切であるとの話がありました。支援者は「本人が

自分らしく生きていく力」を信じ、焦らず一歩引いたと

ころからそっと手を差し伸べる支援が必要であると感

じさせられたお話でした。 

 



「支援をあきらめることの価値を考えてみる」 
 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

グループワークまとめ 

令和 7年度第３回介護と医療をつむぐ会 

 


